
 

               

 

 

 

 

担 当 課 和歌山城整備企画課 

担 当 者 大城・杉山・伊津見・古川 

電    話 (073)435-1044 

内  線 ３８３７、３８５０ 

資 料 提 供 

令和６年１月２２日 

会  期 令和６年２月１日（木）～３月１１日（月） 

会  場 わかやま歴史館 ２F 歴史展示室 

開館時間 9時～17時 30分（入館は 17時まで） 

入 館 料 わかやま歴史館入場券 

大人１００円、小人無料 
※和歌山城との共通入場券(大人 410 円)で入場可能 

※和歌山市在住の 65 歳以上の方は無料 

※障害者手帳をお持ちの方などは無料 

 和歌山城整備企画課 ℡073-435-1044(平日のみ) 

冬の企画展示 

伊予西条(愛媛県西条市周辺)を領地とした西条松平家は、紀州初代藩主徳川頼宣の３男で紀州 2 代藩主 徳川

光貞の弟 松平頼純によってたてられた明治維新まで存在した紀州徳川家唯一の分家です。 

 徳川吉宗が将軍を継いだ際、紀州藩のかじ取りを任せられたのがこの西条松平家出身の藩主でした。西条藩主

だった松平頼致は、紀州６代藩主徳川宗直と名を変えて吉宗の後継ぎとして紀州藩の運営に尽力します。 

 その後、紀州 8代藩主の徳川重倫の隠居により、再び西条藩主が紀州藩主を引き継ぐこととなります。この時

に藩主を引き継いだ紀州９代藩主 徳川治貞は、まだ幼かった重倫の息子 徳川治宝に藩主を引き継ぐための中

継ぎ役として、紀州藩の財政健全化などに力を入れていきます。 

本展では、西条松平家初代である松平頼純と西条藩主から紀州藩主を引き継いだこの２名(宗直・治貞)を中心

に、紀州藩主となっていたかもしれない人物たちも含めて紹介いたします。 

松平頼純入国船行列図 

（和歌山県立博物館蔵） 

[上]紀州６代藩主 

徳川宗直 口宣案 

[下]紀州９代藩主 

徳川治貞 宣旨  

（和歌山県立博物館蔵） 

西条松平家の家紋 

“隅切三つ葵紋” 

（西条三つ葵紋） 




